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研究成果の概要（和文）：道徳科における情報モラルの授業において、道徳科の目標と情報活用能力の目標の両
方を設定し、児童・生徒が複数の道徳の内容項目をもとに判断したり、複数の登場人物に対して考察したりする
など、多面的・多角的に考える学習活動ができる授業を開発した。
具体的には、「感情的判断と合理的判断のマトリックス」、「道徳教育の資質・能力のマトリックス」、「質問
作り（QFT）の手法を用いた情報モラルの授業」などを開発し、研究授業を実施して効果を確認した。

研究成果の概要（英文）：The author developed a lesson of Moral which is set  both the goals of the 
Moral Education and the goals of the information and communication technology education.  It allows 
that students can learn through learning activities to think from various perspectives.
Specifically, "Matrix of emotional and rational judgments" and the "Matrix of qualities and 
abilities of moral education" and "Lesson of Information etichis education Using Question 
Formulation  Technique(QFT)" were developed.
In addition, the author verified their effectiveness.

研究分野： 教育工学

キーワード： 情報モラル教育　道徳科　道徳教育　内容項目　資質・能力　質問作り

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は大きく２つある。１つは、「特別な教科　道徳」が小学校は2018年度、中学校は2019年度から全
面実施され、質的転換が求められたことから、新学習指導要領が示している授業を実現する授業を開発したこと
である。
もう１つは、教師主導ではなく、児童・生徒が自らが作った問いを用いて主体的に学習する道徳科の授業を開発
したことである。本研究で開発した「質問作り（QFT)」の手法を用いた授業は、「主体的・対話的で深い学び」
を実現できる授業であることである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 研究を開始した２０１７年度は、小学校に道徳科が教科として導入される１年前、中学校は２
年前と、教育現場が、道徳科の授業の行い方について準備を始めた時期であった。また、情報モ
ラルの内容は以前から道徳の内容に含まれていたが、教科化される前は、情報モラルの内容を道
徳の授業で行わないケースもあった。しかし、教科書に情報モラルの内容が掲載され、教科書を
使った授業を行うこととなることから、すべての教師が情報モラルの内容を道徳科の中で指導
できるようになる必要がある状況になった。 
 一方、生徒指導等では、ネット利用の負の側面を強調して、安全、安心を最優先した指導が行
われることが多く見られた。道徳科で情報モラルの内容を扱うには、安全、安心に加え、より良
い状況を作り出すための考え方等を学ばせる必要があり、指導法の開発研究が必要とされてい
る状況であった。また、情報教育の目標も念頭においた道徳科の中で行う情報モラルの授業を開
発する必要もある状況であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、本研究は、すべての教師が実践可能で、情報機器のより良い使い方について
学習ができ、また、情報教育と道徳科の両方の目的を達成できる授業を開発することである。 
 道徳科の授業の中で、道徳性の育成を基盤とした情報モラルの指導法を開発することである。
前述したように、すべての教師が情報モラルの授業を行う必要がある状況になったことから、情
報モラルに関する知識があまり無い教師も実践できる指導方法を開発する必要があった。また、
児童生徒がネット利用の問題点だけを学習するのではなく、情報機器のより良い使い方につい
て考え、学べる指導法、情報教育の目標と道徳科の目標の両方を目指すことができる指導法を開
発する必要があると考えた。 
 それによって「道徳科の授業の中で、道徳性の育成を基盤とした情報モラルの指導法」を実現
できると考えた。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、長谷川が授業を開発し、それを研究協力者の小学校、中学校の先生に授業をしてい
ただき、検証するという方法で行った。 
 具体的には「自己の感情と他への影響の分析マトリックス」を開発し、Problem Based Learning
型授業を研究授業として行っていただき、アンケートや児童生徒がワークシートに書いた内容
を分析した。また、2018 年度からは「質問作り（QFT）」の手法を活用した授業を開発し、同様
の形で授業の効果を分析した。 
 
４．研究成果 
（１） 道徳性に基づく最適解を生み出す指導を行うためのマトリックス 

道徳科における情報モラル教育の課題として、「情報教育と道徳教育の両方の視点からの情報
モラルの授業の検討」「道徳的諸価値の理解を基にした情報モラルの授業の評価のあり方につい
ての検討」「多面的・多角的に考える情報モラルの授業の構想」を設定した。そのための教師が
授業を開発するためのツールとして、「感情的判断と合理的判断のマトリックス」（表１）と「道
徳教育の資質・能力のマトリックス」（表 2）を開発した。このツールを使って、自身で指導案
を作成したり、教育現場の先生に使っていただいて、授業を実践していただいたりして、授業構
想に利用可能であることを確認した。 

また、2018 年度には、「感情的判断と合理的判断のマトリックス」を児童・生徒が理解しやす
いように、「自分の気持ちからの判断」「他の人への影響を考えた判断」と表現を修正 （図２）
し、研究授業の中で実践的に確認した。 
（２） 質問作り（QFT）の手法を用いた情報モラルの授業 

研究目的を達成するために、「質問作り（QFT： Question Formulation Technique）」(Dan 
Rothstein and Luz Santana、 2011)（以下、質問作り（QFT）と表す）の手法を採用した。質問
作り（QFT）は、最初に示す題材（QFOCUS）に対して、児童・生徒に質問を作らせ、それを
元に思考を深めていく。通常の授業では教師が発問するが、この手法では、児童・生徒が発問を
する。児童・生徒自身が問いを立てる学習活動は「主体的に学ぶ」状況を作りだす。また、グル
ープで考えた質問の中から、重要な質問を３つ選ぶ場面、それが大切だと思う理由と質問をどの
ように生かすかを考える場面では「対話」が生まれ、多面的・多角的に考えて判断するなど「深
い学び」が実現できることが期待できる。また、なぜだろうと問い、考えることは「自己を見つ
め、物事を広い視野から多面的・多角的に考え、人間としての生き方について考えを深める学習」
を実現するためには不可欠であると考える。 

 
  
 
 

 
 



表１ 感情的判断と合理的判断のマトリックス 

 

図１ 感情的判断と合理的判断のマトリックス 
 
 
 
 
 
 
 

表２ 道徳教育の資質・能力のマトリックス 

 (1) 

道徳的諸価値の理解 

(2) 

固有の道徳的判断基

準・選択基準の形成 

(3) 

道徳的心情 

(4) 

道徳的実践意欲と態度 

A より良く生きるため

の考えを深める 

顔写真は写っている人にとって

大切なものであり、お互い、大

切にしあうことの大切さを理解

する。 

友達を思いやり、友達の情報を

大切に使うことで、自他ともに

良い状況になることを考え、判

断する。 

友達を思いやり、友達の気持ち

と友達のデータを大切にしたい

という気持ちを持つ。 

思いやりのある行動を心がけあ

い、互いが良い状況になるよう

に考えた行動を取ろうとする。 

B 実現の困難さを理解

し、多面的・多角的にと

らえる 

データを使用される側の友達の

気持ちについて吟味し、許可を

もらってから行動しようとす

る。 

自分のデータか他人のデータか

を区別したり、他人の気持ちを

害さないかを考えたりして、編

集をしようとするかどうかを判

断する。 

友だちの写真にいたずらをした

ら、友だちが抱く嫌な気持ちに

共感する気持ちを持つ。 

友達を思いやるとともに、自分

にとっても良いことか、または

悪いことかを吟味して、友達の

データを使用すべきかどうかを

判断して、行動をとろうとする。 

C 一面からとらえる 友達を思いやることの大切さを

理解する。 

友達の気持ちを考えて、顔写真

のデータを扱う。 

友達を嫌な気持ちにするような

ことはしてはいけないという気

持ちを持つ。 

友達を思いやった行動をしよう

とする。 

 

（３） 質問作り（QFT）の手法を用いた情報モラルの授業の評価 

表４から表７に（２）に示した授業の評価をした結果を示す。表４は、事前事後アンケ

ートの結果である。９つの項目のうち、「１．ゲームなどでのメッセージのやりとりでは、

相手のことを信じてやりとりをした方が良いと思う。」のみ有意傾向（0.05<p<0.1）であり、

他の項目には有意差は見られなかったが、性別や年齢を容易に詐称できることについて、

「はい」と回答していた児童が事前は 15 名であったのが、25名になり、自信を持って、回

答できる児童が増えた。また、望ましくない回答になった項目は無かった。 

表５にグループ用ワークシートの記述（選ばれた３つの質問等）を、表６に道徳の内容項

目に関する記述の出現状況、表７に対応する情報モラル・情報セキュリティの内容を示す。

本授業では、道徳科の授業でよく行われている教師から内容項目を示す形は取らなかった

が、教師側として目標に設定した「A 主として自分自身に関すること (3)節度、節制 自

分でできることは自分でやり、安全に気を付け、よく考えて行動し、節度のある生活をする

 感 情 的 判 断 
OK 

感 情 的 判 断 
NG 

合 理 的 判 断 
OK 

自治体の公式ペー

ジや、支援を行っ

ている団体のペー

ジの情報を拡散す

る。 

 

支援を必要として

いる自治体の情報

を読み捨てる。 

合 理 的 判 断 
NG 

「△△では○○が不

足しているから助

けてあげよう」とネ

ットで呼びかける。 

偽の情報を拡散す

る。(フェイクニュ

ース） 

自分の気持ちの面か
らの判断 ○

自分の気持ちの面か
らの判断 ×

他の人への影響など
を考えた判断 ○（良
い影響を与える、迷
惑をかけないなど）

他の人への影響など
を考えた判断 ×（悪
い影響を与える、迷
惑をかけるなど）

ウソと分かっている
情報を転送する。



こと。」に該当する記述が、すべての班において見られた。また、ネット上で知り合った相

手に対する質問で、「A 主として自分自身に関すること (2)正直、誠実 自分でできるこ

とは自分でやり、安全に気を付け、よく考えて行動し、節度のある生活をすること。」を示

した記述が全体の 28.6％、ケンの友人であるシンジへの質問で「C 主として集団や社会と

の関わりに関すること (3)友情、信頼 友達と互いに理解し、信頼し、助け合うこと。」を

あげた記述が 9.5％、シンジの父親に対しての質問で、「C 主として集団や社会との関わり

に関すること (14) 家族愛、家庭生活の充実 父母、祖父母を敬愛し、家族みんなで協力

し合って楽しい家庭をつくること。」に関する記述も１件（4.8％）あった。筆者が副主題と

して設定した「C 主として集団や社会とのかかわりに関すること。（11）約束や社会のきま

りの意義を理解し、それらを守ること。」に該当する記述は無かったが、これは、ネットゲ

ームにおけるオンラインコミュニケーションに関する家庭のルールが無い可能性があると

推察される。そうであれば、家庭において児童が危険を意識せずにコミュニケーションを取

る可能性があるため、本授業の学習は児童の安全なネット利用のために必要であると言え

る。 

 「情報モラル・情報セキュリティ」に関する内容として、７つの班すべてにおいて、「A3

②c ステップ２ 生活の中で必要となる基本的な情報セキュリティ」「A3②d ステップ３ 

情報技術の悪用の危険性」に該当する記述が見られた。また、「C2②a ステップ２ 情報通

信ネットワークを協力して使おうとする」に該当する記述も１件（4.8％）あった。 

 これらから、児童は自分達が考え出した質問から大切であると思う質問を３つ選び、それ

が大切だと考える理由、質問をどのように生かすかを考える過程で、複数の内容項目をもと

に判断したり、複数の登場人物に対して考察したりするなど、多面的・多角的に考える学習

活動ができていたことが示唆された。 

 さらに、グループ用ワークシートに書かれた内容から、情報モラル・情報セキュリティに

関する内容が示されていたことから、道徳科と情報活用能力の両方の目標を達成する授業

になっていたことが示唆された。 

 

表４ 事前事後アンケート 

 

（注）網掛けは期待度数５未満のセル。それらの列を除外して検定した。 

 

 

 

 

はい どちらかといえばはい どちらかといえばいいえ いいえ 正確有意確率 (両側)

事前 6 7 8 4
事後 4 2 7 12
事前 14 7 2 4
事後 10 9 1 7
事前 2 4 15 6
事後 7 7 11 2
事前 1 0 7 18
事後 1 0 4 21
事前 15 5 2 4
事後 25 0 1 0
事前 3 3 6 14
事後 2 2 7 15
事前 0 0 6 21
事後 0 0 4 23
事前 16 10 0 1
事後 22 4 1 0

8．ゲームのメッセージなどで親しくなった友達にだけ送った写真などの情報であっ
てもネット上の情報は広がっていくことがあると思う。(GP)

ns

7．ゲームのメッセージなどで親しくなった友達は信用できるから、普通なら人には
見せたくないような写真を送っても大丈夫だと思う。(GMKP)

ns

ns

１.ゲームなどでのメッセージのやりとりでは、相手のことを信じてやりとりをした
方が良いと思う。(GPKM)

２．ゲームなどでの文章でのメッセージのやりとりでは、相手のことがよくわから
ないため、注意をしつつ、便利に使うと良いと思う。(GPKP)

３．ゲームなどでの文章でのメッセージのやりとりでは、相手のことがよくわから
ないため、一切、使わない方が良いと思う。(GMKP)

4．ゲームなどでの文章でのメッセージのやりとりをすることは楽しいため、注意す
べきこと等は特に気にせず、便利にどんどん使えば良いと思う。(GMKP)

5．ゲームなどでの文章のやりとりでは、相手が年齢や男女をごまかすことは簡単に
できると思う。(GP)

6．ゲームのメッセージなどで親しくなった友達に、LINEのIDやフレンドコードな
どを伝えて、もっと連絡を取りやすくした方が良いと思う。(GMKP)

0.05<p<0.1

ns

ns

ns

ns



 

表５ グループ用ワークシートの記述（選ばれた３つの質問等） 

 
 

表６ 道徳の内容項目に関する記述の出現状況 

 

 

表７ 情報モラル・情報セキュリティの内容に関する記述の出現状況 

 
 
（註） 
 これらの成果は、日本教育工学会の全国大会、研究会、日本道徳教育学会の全国大会で発表し
た。 
 

質問の相手 1番目に大切だと思う質問 対応する道徳的内容項目 情報モラル・情報セキュリティの内容 2番目 対応する道徳的内容項目 情報モラルの内容 3番目 対応する道徳的内容項目 情報モラルの内容

大切だと思う質問
赤いきしは、ほんとうに小学生だと思
いますか？

実は40才くらいじゃないんですか？ 楽しいの？

大切だと思う理由
ケンは本当に赤いき士を小学生と思っ
ているから。

不安だから
いけないリスクをおかしているかもしれ
ないから

大切だと思う質問を自分達の
生活にどう活かしたいか？

もしゲーム(ネット)をするときはけい
かいしてやる。

顔が見えずに不安だから意しきしながら
やる。

リスクをおかすかもしれないからときど
き考える。

大切だと思う質問 だまして、何がたのしいの？
シンジはお母さんやお父さんにきいてき
たのかね

楽しそうと思うの？

大切だと思う理由
だませてなにがたのしいか知りたいか
ら

自分で安心だってはんだんしたのかきい
てはんだんしたのかしりたかった

あぶないと思ったのになぜやりたいと
思ったのか？

大切だと思う質問を自分達の
生活にどう活かしたいか？

はんざいをみやぶるため注意ぶかい大
人になるため

あぶないとおもったものはがまんしたり
親とはなしあうこと

あぶないとわかっていて心のぶれーきを
かける。

大切だと思う質問 友だちのことをしんぱいしているの？ あなたは小学生なんですか。 なんで、小学生だって信じるんですか？

大切だと思う理由
ケンに、本当にその人小学生？とか
を、言ってなかったから。

もしも大人だったら、あぶないから。
もしも大人だったら、あぶなくなるか
ら。

大切だと思う質問を自分達の
生活にどう活かしたいか？

無記入 無記入 無記入

大切だと思う質問 おとうさんはやったことある人ですか 本当のことを言ってください。 ＊＊＊（解読不可）

大切だと思う理由 やったことがないのにくわしいから しっかりたしかめたいから。
大人なのにうそをついているかもしれな
いから

大切だと思う質問を自分達の
生活にどう活かしたいか？

けいけんがないと信んじられないから 本当のことをいう。
あまりネットを使用しない方がいい
(ネットゲーム)

大切だと思う質問 本当にだましてないんですか
シンジにやらせてだいじょうぶだと思い
ますか

今のお父さんの話をきいてやりたいと思
いますか

大切だと思う理由 何ものか分からないから
シンジがもしそのゲームをやってメール
とか送ってだましている人だったらこま

お父さんの気持ちが知りたい

大切だと思う質問を自分達の
生活にどう活かしたいか？

もしゲームでやりとりをしていてそれがもし本当
にわるい人だったらこまるので気をつける。

もしフレンドがやっているゲームをやろ
うと思って聞いてみて話を聞いてお父さ

インターネットはこわいからやめた方が
いい人と全然こわくない人がいる。

大切だと思う質問 プロフィールぜんぶおしえて！ なんでそのゲームはじめたの？ ケンをどうやってせっとくした？

大切だと思う理由 だましているかわかるから なんでこのゲームをはじめたから 小学生あたまいいからすぐばれるから

大切だと思う質問を自分達の
生活にどう活かしたいか？

しらない人とゲームするときに活よう
したい

ちょっとでもそのゲームのことが分かる
からかつようしたい！

ゆうかいされる前に活用したい

大切だと思う質問 本当に小学生なんですか？
じゅうしょをおしえてといわれたらどう
しますか。

ケンがだまされていたらどうしますか？

大切だと思う理由 小学生じゃなかったら困るから。 住所を知られると困る！ 困るから。

大切だと思う質問を自分達の
生活にどう活かしたいか？

知らない人とケンみたいにやりとりを
してはいけない。

インターネットで会話するゲームをあま
りしてはいけない。

友達におすすめしたらだめだ！

A3②c ステップ２ 生活の中で必
要となる基本的な情報セキュリティ
A3②d ステップ３ 情報技術の悪

用の危険性

A3②c ステップ２ 生活の中で必
要となる基本的な情報セキュリティ
A3②d ステップ３ 情報技術の悪

用の危険性

A3②c ステップ２ 生活の中で必
要となる基本的な情報セキュリティ
A3②d ステップ３ 情報技術の悪

用の危険性

C2②a ステップ２
情報通信ネットワークを協力

して使おうとする

A3②c ステップ２ 生活の中で必
要となる基本的な情報セキュリティ
A3②d ステップ３ 情報技術の悪

用の危険性

A3②c ステップ２ 生活の中で必
要となる基本的な情報セキュリティ
A3②d ステップ３ 情報技術の悪

用の危険性

A3②c ステップ２ 生活の中で必
要となる基本的な情報セキュリティ
A3②d ステップ３ 情報技術の悪

用の危険性

A3②c ステップ２ 生活の中で必
要となる基本的な情報セキュリティ
A3②d ステップ３ 情報技術の悪

用の危険性

対応項目無し

A3②c ステップ２ 生活の中で必
要となる基本的な情報セキュリティ
A3②d ステップ３ 情報技術の悪

用の危険性

A3②c ステップ２ 生活の中で必
要となる基本的な情報セキュリティ
A3②d ステップ３ 情報技術の悪

用の危険性

A3②c ステップ２ 生活の中で必
要となる基本的な情報セキュリティ
A3②d ステップ３ 情報技術の悪

用の危険性

A3②c ステップ２ 生活の中で必
要となる基本的な情報セキュリティ
A3②d ステップ３ 情報技術の悪

用の危険性

A3②c ステップ２ 生活の中で必
要となる基本的な情報セキュリティ
A3②d ステップ３ 情報技術の悪

用の危険性

対応項目無し

A3②c ステップ２ 生活の中で必
要となる基本的な情報セキュリティ
A3②d ステップ３ 情報技術の悪

用の危険性

A3②c ステップ２ 生活の中で必
要となる基本的な情報セキュリティ
A3②d ステップ３ 情報技術の悪

用の危険性

ケン

シンジ

シンジ

シンジ

赤い騎士
（ネットゲー
ムの相手）

A3②c ステップ２ 生活の中で必
要となる基本的な情報セキュリティ
A3②d ステップ３ 情報技術の悪

用の危険性

A3②c ステップ２ 生活の中で必
要となる基本的な情報セキュリティ
A3②d ステップ３ 情報技術の悪

用の危険性

A3②c ステップ２ 生活の中で必
要となる基本的な情報セキュリティ
A3②d ステップ３ 情報技術の悪

用の危険性

C(9) 友情，信頼

赤い騎士
（ネットゲー
ムの相手）

ケン

赤い騎士
（ネットゲー
ムの相手）

赤い騎士
（ネットゲー
ムの相手）

ケン

ケン

お父さん

ケン

ケン

A(3) 節度・節制

A(3) 節度・節制

A(3) 節度・節制

A(3) 節度・節制

A(3) 節度・節制

A(2)正直，誠実
A(3) 節度・節制

A(2)正直，誠実
A(3) 節度・節制

A(3) 節度・節制

A(3) 節度・節制

A(3) 節度・節制

A(3) 節度・節制

A(2) 正直・誠実

C(14) 家族愛，家庭
生活の充実

対応項目無し

A(2) 正直・誠実

A3②c ステップ２ 生活の中で必
要となる基本的な情報セキュリティ
A3②d ステップ３ 情報技術の悪

用の危険性

A(3) 節度・節制

A(2)正直，誠実
A(3) 節度・節制

C(9) 友情，信頼

対応項目無し

A(2)正直，誠実
A(3) 節度・節制

7班

ケン

赤い騎士
（ネットゲー
ムの相手）

シンジ

お父さん

赤い騎士
（ネットゲー
ムの相手）

赤い騎士
（ネットゲー
ムの相手）

赤い騎士
（ネットゲー
ムの相手）

1班

2班

3班

4班

5班

6班

出現数 割合 出現数 割合 出現数 割合 出現数 割合

A(2)正直，誠実 過ちは素直に改め，正直に明るい心で生
活すること。

6 28.6% 3 42.9% 2 28.6% 1 14.3%

A(3)節度・節制
自分でできることは自分でやり，安全に
気を付け，よく考えて行動し，節度のあ
る生活をすること。

14 66.7% 5 71.4% 3 42.9% 6 85.7%

C(9) 友情，信頼 友達と互いに理解し，信頼し，助け合う
こと。

2 9.5% 1 14.3% 0 0.0% 1 14.3%

C(14) 家族愛，家庭生活の充
実

父母，祖父母を敬愛し，家族みんなで協
力し合って楽しい家庭をつくること。

1 4.8% 0 0.0% 1 14.3% 0 0.0%

対応項目無し 2 9.5% 1 14.3% 1 14.3% 0 0.0%

全21セル中 １番目に大切な質問 2番目に大切な質問 3番目に大切な質問
内容項目

出現数 割合 出現数 割合 出現数 割合 出現数 割合

A3②c ステップ２ 生活の中で必要となる基本的な情報セ
キュリティ

18 85.7% 5 71.4% 6 85.7% 7 100.0%

A3②d ステップ３ 情報技術の悪用の危険性 18 85.7% 5 71.4% 6 85.7% 7 100.0%

C2②a ステップ２ 情報通信ネットワークを協力して使おう
とする

1 4.8% 1 14.3% 0 0.0% 0 0.0%

対応項目無し 1 4.8% 0 0.0% 1 14.3% 0 0.0%

情報モラル・情報セキュリティの内容
(情 報 活 用 能 力 の 体 系 表 例内の項目との対応 )

全21セル中 １番目に大切な質問 2番目に大切な質問 3番目に大切な質問
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日本道徳教育学会第９３回（令和元年度春季）大会
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 ３．学会等名
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名
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長谷川元洋・尾崎廉・金子大輔

岩森正治・長谷川元洋・中村武弘

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

「自己の感情と他への影響の分析マトリックス」を用いた道徳科における情報モラルの授業実践

保護者の子どもに情報機器を持たせたことへの評価と子どもの利用状況の関係について

 ４．発表年

 ４．発表年

質問作り（QFT）を用いた道徳科における情報モラルの授業

主体的・対話的で深い学びを実現する「質問作り（QFT）」による道徳科授業

長谷川元洋・尾崎廉・金子大輔

長谷川元洋
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日本教育工学会第３４回全国大会
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 ４．発表年

道徳科の授業における情報モラル教育の実践　－質問作り（ＱＦＴ）による主体的・対話的な深い学び－

道徳科における情報モラル教育のための「感情的判断と合理的判断のマトリックス」と「道徳教育の資質・能力のマトリックス」の開発

「主体性」「目的意識」が学業や生活に及ぼす影響についての考察　～学力向上と情報モラル意識の観点から～

情報モラルを題材とした質問作りによる道徳科の授業開発
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長谷川元洋

長谷川元洋
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考え，議論する情報モラル教育

中学校技術・家庭科技術分野の教科書における情報モラルの内容の変化に関する分析(2)

情報モラルのPBL型授業の開発と評価

リスクのある通信端末利用が実際にネットトラブルを招くことの検証　－情報モラル啓発活動継続の必要性－
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